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は じ め に

昭和 42年度から指定調査 として､青森県尻屋地先のエゾアワビを対象に資源量の把握を主体に将来

の漁場管理の指針を得る目的で調査を進めてきたが､本年度 も引続き調査を行をった｡また､上北郡野

辺地地先において尻屋産エゾアワビの移殖放流効果調査を行浸った｡ これらの結果の詳細については､
1

磯根資源調査報告書 (青水増資科 S45. 46:5､.J46.7)に報告 しているので､参照されたい｡

調 査 方 法

1. 資源量調査

潮間帯については､5月22日～23日の

干潮時に14の調査線を設定して枠取 b (4

mx 4m)によって実施した｡低潮線以深は､

5月24日～ 26日にかけて12の調査線を

設定 し､スキ ューバ 潜水によb水深別に枠

取 b (2mX2m)調査を行なった｡漁場お

よび調査線は､第1図のとおbである｡

2. 標識放流再捕調査

昭和 42年､ 43年 6月に標識放流された

アワビを4月､6月に再捕して移動､成長を

調査した0

3. 潮間帯におけるアワビの季節的移動の調査

8月､11月､ 12月に資源量調査 と同じ

方法で行なった｡

4. 野辺地地先における移殖放流効果調査

昭和 44年6月に尻屋から移殖されたアワ
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生残率等の追跡調査を行なった｡

調 査 結 果

1. 資源量調査

昭和 45年5月22日～ 23日の潮間帯における枠取b結果は､第 1表に示すとおDであるo 推定

資源量は､第 2表のとお9124万個となD､昨年度の57.4帝であった〇

第 1表 潮間帯における枠取調査結果
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潮間帯のアワビは､岸から沖に向うほど数を増しておD､第2図､第3図に示したように殻長は

4･5-6･5cm､全重量は5-24gTiでの個体が半数以上を占めていた｡

低潮線以深のアワビは､殻長､重量 とも潮間帯のアワビと同じ傾向を示 した｡深度と兵 にアワビは

減少し､砕波帯附近が最 もアワビの分布の濃密を地帯であった｡ また､昨年と同様､水深 5mにおい

て当年見 (殻長 2･5cm以下)が兄い出され､この周辺が若令兄の生息場所の一つと思われた.

2. 標識放流再掃調査

再捕された標識月の増一

穀長は､ 2ヶ年で0.5-

1.6cm､3ヶ年で1.8CPI

と成長は疲慢であった｡

移動方向は､昨年と同様､

北方-向カy)てお9､ 距離

は直線にして75-500

mと昨年よb小さな移動

を示 していた｡

3. 潮間帯におけるアワビ

の季節的移動について

今年の磯入Dは､昨年

よb早く認められたが､

盛期は昨年と同様 6月上
ヽ

旬であった｡アワビはそ

の後次第に減少してやっ

たが､12月でも資源調

査時の3-5割程匿のア

ワビが潮間帯にとどまっ

ており､今年の場合 ､低

潮線下-の移動はかをb

第 2図

アワビ穀長組成 (潮間帯)O

C)遅れたものと思われる

｡ 言昭和 45年の尻屋地

先の旬平均表面海水温慶は､ 0
3.7℃.-2

1.7℃の間であった○ 2S 50 75

100 126 ISO

第 3図 アワビ重量組成 (潮間帯)今年度の移殖放流用種アワビの出荷量は､261,00

0個と昨年の2倍以上であった｡4. 野

辺地地先における移殖放流効果調査昭和44年6月16日から45年7月10日迄の舞死率は､無標識月

が8.4多､標識見が14.1帝となったo増殻長は約1ヶ年で最大 o･9cmを示 したが､昭和40年に移殖され



1.7m を下廻ったo移動は余bみられなく､ほとん どが放流場所附近の転石､コンクリートパイルに

付着していたo

野辺地沿岸の旬平均水温は､5.1℃～24.1℃の間であった｡

残された問題を以下に示 した｡

尻 屋 地 先

イ)砕波帯におけるアワビ資源量の把握

ロ)若令月の生息場所とその生態の究明

-)磯入b現象の究明

-)種苗の移出が磯入 b資源量にどのように影響するか｡

ホ)総合結果から適正夜種苗出荷量の検討 と尻屋地先のアワビ資源の有効を活用

野 辺 地 地 先

-)放流種苗の成長､歩留b追跡

ト)餌料海藻の季節的変化の究明
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